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平成２８年度 第１１回 大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  平成２９年３月１４日（火） １０時２９分～１１時５５分 

 

場 所  大学本部２階大会議室 

 

出席者  学長，滝澤理事，門出理事，後藤理事，和田理事，佐々木監事， 

田中教育学部長，小坂芸術地域デザイン学部長，中村経済学部長， 

原医学部長，石橋工学系研究科長，渡邉農学部長，山下附属病院長， 

郭シンクロトロン光応用研究センター長，皆本全学教育機構副機構長， 

米山附属図書館長 

 

欠席者  なし 

 

陪席者  兒玉学長補佐，鈴木学長補佐，田中学長補佐，寺本学長補佐， 

渡学長補佐，岩本学長補佐，倉岡学長補佐，只木学長補佐， 

宮脇学長補佐，吉永学長補佐，西郡ＩＲ室長，永田海洋エネルギー 

研究センター長，荒木低平地沿岸海域研究センター長， 

伊藤地域学歴史文化研究センター副センター長（代理）， 

松前総合情報基盤センター長 

 

○ 学長から，第８回の大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があった。 

 

 【 報告・連絡事項 】 

（１）「評価基礎情報」及び「研究業績」システム統合に伴う運用方法について 

松前総合情報基盤センター長から，本件について，これまで運用してき

た「評価基礎情報システム」及び「研究業績システム」を統合し，必要な

データ（入力項目）を精査するとともにシステムの位置付けを明確にした

「教員活動データベースシステム（仮称）」を平成２９年４月１日から運

用開始の予定であり，当該システムの運用に係る事務については，総務部

企画評価課が中心となり行うが，各データ項目及びハードウェア，セキュ

リティに関することは各担当課を定めて管理運用する旨の説明があった。 

 

（２）第２期中期目標期間の教育研究評価に関する評価報告書（案）に対する  

意見申立てについて 

只木評価室長から，本件について，中期目標の達成状況に関する評価結

果（案），学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（案）及び学部・研

究科等の研究に関する現況分析結果（案）に関して，関係理事室等から評
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価結果に対する意見はなく，また，評価室においても意見はなかったこと

から，当該評価報告書（案）について意見の申立ては行わない旨の説明が

あった。 

 

（３）平成２９年度国立大学法人佐賀大学予算編成の基本方針（案）について 

財務部長から，本件について，「第３期中期目標・中期計画期間におけ

る予算編成の方向性」を踏まえ策定するものであり，「予算編成の基本的

な考え方」「予算編成における具体的な方針」「附属病院の再整備」「収

入増に向けた取り組み等」で構成している旨の説明があった。 

 

（４）「平成２９年度予算編成における財務戦略について（案）」及び「平成

２９年度国立大学法人佐賀大学収入・支出予算（案）」について 

財務部長から，本件について，平成２７年度の財務状況の分析結果及び

予算編成の基本方針を踏まえ，財務戦略及び収入・支出予算を策定するも

のであり，平成２９年度からの予算配分については，学内資源の最適化を

図る観点から学長裁量経費に新たにスペースチャージ制を設け，設備整備

関連事業を増額するなど全体として，検証結果を踏まえたものとし，平成

２９年度に重点的に取り組む事業を反映した予算（案）を編成している旨

の説明があった。 

学長から，予算編成の基本方針，財務戦略及び収入・支出予算について，

各部局において不明な点は財務部へ確認をしたうえで正しく部局内へ伝え

ていただきたい旨の発言があった。 

 

（５）収益事業の実施に伴う実施主体への一部還元について 

   財務課長から，本件について，運営費交付金の削減や学生納付金の減少

等，厳しさを増す財務状況の中，大学の自己収入を拡大するため，自己収

入獲得を加速するインセンティブ制度を構築し，これまでにない新たな収

益獲得事業を行い，学外から大学に収入があった場合，獲得に直接寄与し

た教員や学生に，得られた収入の一部を教育研究費として還元するもので

あり，平成２９年４月より運用を開始し，必要に応じて制度を修正する旨

の説明があった。 

 

（６）広報戦略の活動依頼について 

   宮脇広報室長から，本件について，これまで大学内で行われてきたイベ

ント等の広報活動において，今後，全学規模のイベント等は今までどおり

広報室が行うが，各部局及び研究室のイベント等については，イベント企

画を連絡していただくとともに，写真撮影，イベント実施報告を各部局等

で行っていただくことで，広報活動の迅速化，広報室が掲げる新たな攻め

の広報に力を注ぎ，さらに業務生産性の向上等につながることから，各部

局等の協力をいただきたい旨の発言があった。 
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   学長から，広報活動を活性化する必要があるが，大学内で行われる活動

のすべてを広報室が捉えることは困難であり，各部局等で行われている活

動については，各部局等の責任において資料及び写真等を広報室へ提出し

ていただきたい旨の発言があった。 

 

（７）その他 

   特になし。 

 

 

【 各学部等からの報告・連絡事項  】 

（１）活動現況等について月例報告 

   各学部等から報告があった。 

 
（２）その他 
   門出理事から，農学部で特任准教授を公募している財源について発言が

あり，農学部長から，学長裁量定数である旨の説明があった。 
 
 

【 その他 】 

   学長から，退任者の紹介及び平成２９年度定例会議の予定について報告

があった。 
 

以 上 


